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新しい議会構成が
決まりました
町議選から２年が過ぎ、議員の任期も折り返しを迎えました。

4月３０日に委員会を改選し、新しいメンバーで調査を進めています。

新しい議長・副議長、委員会構成を紹介します。

童話祭パレードに参加しました
　第76回日本童話祭の仮装パレード及び童話祭式典に議員全員で参加しました。
　今年は町制施行70周年の節目を迎え、「子どもと夢を！」をメインテーマに、多くの来場者が参加の
中、式典が盛会に挙行されました。

議会運営委員会
委 員 長　松下 善法
副委員長　宿利 忠明
委　　員　横山 弘康・衞藤 和敏
　　　　　大野 元秀・石井 龍文
　　　　　河野 博文

総務建設農林常任委員会
委 員 長　石井 龍文
副委員長　松本 真由美
委　　員　横山 弘康・大野 元秀
　　　　　秦 時雄・髙田 修治
　　　　　小幡 幸範

企画民生教育常任委員会
委 員 長　宿利 忠明
副委員長　河島 公司
委　　員　高倉 真由美・衞藤 和敏
　　　　　松下 善法・河野 博文
　　　　　繁田 弘司

予算常任委員会
委 員 長　河野 博文　　副委員長　高倉 真由美　　委　員　他全議員

「正副議長就任あいさつ」
　町民の皆様におかれましては、日頃より町議会に対しまして
ご理解、ご協力を賜り感謝申し上げます。
　私たちは4月の臨時議会におきまして、議員各位のご推挙を頂
き、議長、副議長に就任いたしました。身に余る光栄であり、その
責任の重さを痛感している次第でございます。まだまだ微力で
すが、公平で円滑な議会運営に努めてまいる所存です。
　今年は、玖珠町制施行70周年という大きな節目を迎えます。こ
れまで町政を支えてこられた多くの皆様のご尽力、そして町民
皆さまの温かいご協力に、改めて深く敬意と感謝を申し上げま
す。70年の年月が経つ中で人口の減少や少子高齢化が進行し、大
規模化する自然災害への備えや施設の老朽化への対応など、地
域社会を取り巻く課題は多様化しています。二元代表制の一役
を担う町議会と致しましても、住民福祉の向上や地域振興が図
られますよう、行政のチェック機関としての機能を果たすとと
もに、円滑で開かれた議会運営に努めてまいります。
　今後も住民の皆様の声に対しまして真摯に耳を傾け、町政に
反映すべく全力を尽くしてまいりますので、なお一層のご指導、
ご鞭撻を賜りますよう、お願い申しあげまして就任の挨拶とい
たします。

所管する部署
総務課、契約検査課
基地・防災対策課、税務課
建設水道課、農林課
会計課、選挙管理委員会
監査委員事務局、農業委員会

議　長

小 幡　幸 範

副議長

衞 藤　和 敏

委 員 会 構 成

特 別 委 員 会 構 成

議会運営委員会の権限

1.議会の運営に関する事項

2.議会の会議規則、委員会に関する条例等に関する事項

3.議長の諮問に関する事項

基地政策特別委員会　　　　
委 員 長　河野 博文
副委員長　大野 元秀
委　　員　横山 弘康・衞藤 和敏
　　　　　松本 真由美・宿利 忠明
　　　　　繁田 弘司

議会広報特別委員会
委 員 長　高倉 真由美
編 集 長　河島 公司
委　　員　松下 善法・石井 龍文
　　　　　秦 時雄・髙田 修治
　　　　　小幡 幸範

議会改革特別委員会
委 員 長　衞藤 和敏
副委員長　石井 龍文
委　　員　高倉 真由美・宿利 忠明
　　　　　河野 博文・秦 時雄
　　　　　髙田 修治

所管する部署
みらい創生課
童話の里づくり推進室
商工観光政策課、福祉保険課
子育て健康支援課、住民課
人権確立・部落差別解消推進課
教育委員会
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　辺地（古後・大野原辺地）に係る総合整備計画（令和３
年度から令和７年度までの５か年）を変更するものです。

【主な質疑応答】

問　辺地の規定と辺地債の町の負担率はどのようにな
るのか。

答　辺地の規定は、古後地区で一番固定資産税が高い
地区を中心に、郵便局、役場、最寄りの駅までの
距離等を算出して点数をつけ、一定の点数に達し
た場合に辺地として認められることとなっていま
す。辺地債は、元利償還金の80％が普通交付税の
基準財政需要額に算入されることとなっています。

　玖珠町過疎地域持続的発展計画（令和３年度から令和
７年度）に新たな事業を追加するため、同計画を変更する
ものです。

　当該住宅を「二地域居住事業」用住宅に用途変更する
ものです。

　学校給食用備品購入（自動食器浸漬機）の物品購入契
約を行うものです。平成６年度に整備した機器が、老朽化
により食器類の洗浄に支障をきたす恐れがあるため更新
します。
契約相手：株式会社アイホー 大分営業所
契約金額：1375万円

　継続的な最低賃金の引上げにより経済の自律的成長を実
現すること等を求める意見書の提出を請願するものです。

　教育環境改善のために、すべての職種において計画的な教
職員定数改善を求める意見書の提出を請願するものです。

総務建設農林常任委員会報告

玖珠町職員の特殊勤務手当に
関する条例の一部改正

玖珠町税条例の一部改正

特定防衛施設周辺整備調整交付金事業 町道唐杉線落石対策工事
請負契約の締結

辺地（古後・大野原辺地）に係る
総合整備計画の一部変更

2025年度大分県最低賃金の
改定等に関する意見書の請願

ゆたかな学びの実現・教職員定数改善と、
義務教育費国庫負担制度２分の1復元を
はかるための2026年度政府予算に係る
意見書の提出に関する請願

玖珠町過疎地域持続的発展計画の
一部変更

玖珠町お試し暮らし住宅の設置及び
管理に関する条例の廃止

地方財政の充実・強化に関する
意見書の提出に係る請願

条例の一部改正

公有財産の使用権の廃止

請　　願

工事請負契約の締結

企画民生教育常任委員会報告

自動食器浸漬機とは、給食後に回収
された食器類をカゴに入れたまま浸
漬機へ投入して予備洗いする装置
です。

総務建設農林常任委員会に審査の付託
を受けました議案8件、請願1件について
可決及び採択すべきものと決しました。

計画の一部変更

条例の廃止

請　願

備品購入契約の締結

企画民生教育常任委員会に審査の付託
を受けました議案５件、請願２件について
可決及び採択すべきものと決しました。 イメージ図

　唐杉線法面保護工事の請負契約の締結をするも
のです。
契約相手：株式会社菅組（豊後高田市）
契約金額：8515万円
【主な質疑応答】

問　町内業者が落札できなかったのか。
答　要件設定型一般競争入札で17社が応札し町内業者

は1社でした。価格競争の結果当該事業者が落札
しました。

・公示送達の確認をインターネット等で閲覧可能に
・個人住民税における
  特定親族特別控除の創設に伴う改正
・加熱式たばこに係る町たばこ税の特別規定の新設

　旧慣使用権者が、高齢化及び後継者不足により管理
ができなくなり使用する権利を放棄するものです。
山浦早水地区・中泊里地区・杉河内地区・花香地区

（山浦字駄原）
長小野地区・原口地区（山下字中ノ原）

　地方財政の充実・強化に関する意見書について、国
の関係機関へ提出を求める請願です。

　国の人事院規則の改正により、災害応急作業等に従事
する職員に対する手当の改正を行うものです。
【主な質疑応答】

問　災害応急対応には巡回監視と応急作業等があるが
すみ分けは出来ているのか。

答　巡回監視は町の公共インフラ、その他、町有施設
等の保全のため現地に於いて確認する事。

　　応急作業等は、災害を防止し又は被害を軽減する
ため応急的に行う仮道、仮橋、仮締切リ工、決壊
防止工等の工事の施工又はその監督をすることと定
めています。
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玖
珠
町
が
取
り
組
む

事
業
を
問
う

平
ヶ
丘
公
園
構
想
の
進
展
は

問
　
各
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
持
っ
て

い
る
基
金
の
使
い
方
に
つ
い
て
考

え
を
伺
う
。

答
　
み
ら
い
創
生
課
長

　
　
こ
れ
ま
で
基
金
を
原
資
と
し
て
収

益
事
業
を
展
開
し
活
動
支
援
や
収

益
に
よ
る
再
投
資
で
発
展
的
事
業

確
保
を
目
的
と
し
た
が
、
こ
れ
か

ら
は
新
た
な
視
線
で
連
合
会
等
と

の
協
議
を
中
心
と
し
て
、
基
本
理

念
で
あ
る
町
民
と
行
政
の
協
働
に

よ
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
の
現

状
に
即
し
た
形
で
具
体
化
す
る
努

力
を
重
ね
て
い
き
ま
す
。

問
　
久
留
島
先
生
の
顕
彰
・
記
念
事
業

を
ど
う
発
展
さ
せ
て
い
く
の
か
考

え
を
伺
う
。

答
　
教
育
長

　
　
高
齢
化
に
よ
り
玖
珠
の
文
化
、
ス

ポ
ー
ツ
等
地
域
の
教
育
活
動
が
危

惧
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
後
は
社
会

教
育
の
視
点
か
ら
も
若
い
人
に
よ

る
文
化
の
継
承
、
例
え
ば
山
路
踊

り
の
伝
承
な
ど
を
学
校
活
動
や
部

活
動
の
地
域
展
開
の
中
で
地
域
の

伝
統
、
行
事
を
活
動
の
ひ
と
つ
に
で

き
な
い
か
、
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

問
　
３
年
前
の
町
長
選
の
公
約
と
し
て

掲
げ
ら
れ
た
平
ヶ
丘
公
園
構
想
に

つ
い
て
、
令
和
５
年
度
予
算
で
調

査
費
が
計
上
さ
れ
た
が
調
査
結
果

に
つ
い
て
伺
う
。

答
　
み
ら
い
創
生
課
長

　
　
令
和
５
年
度
は
平
ヶ
丘
地
形
形
状

を
把
握
す
る
為
に
ド
ロ
ー
ン
に
よ

る
レ
ー
ザ
ー
測
量
を
行
い
、
地
形

デ
ー
タ
取
得
で
今
後
の
調
査
、
整

備
、
保
存
等
の
検
討
使
用
目
的
に

実
施
し
ま
し
た
。
３
Ｄ
モ
デ
ル

（
立
体
的
な
３
次
元
デ
ー
タ
、
地

形
の
断
面
図
、
植
栽
さ
れ
た
樹
木

等
）
調
査
を
行
い
、
令
和
６
年
度

は
職
員
で
現
地
調
査
を
行
い
ま
し

た
。
今
後
は
測
量
デ
ー
タ
を
活
用

し
、
具
体
的

方
向
性
を
検

討
し
て
い
き

ま
す
。

【
そ
の
他
の
質
問
】

・
災
害
対
策
に

　つ
い
て

河野 博文

町
政
を
問
う  

一
般
質
問

町政を問う町政を問う

※お持ちのスマートフォンやタブレットから、QRコードを読み込むと
　各議員の質問をYouTube動画でご視聴いただけます

※お持ちのスマートフォンやタブレットから、QRコードを読み込むと
　各議員の質問をYouTube動画でご視聴いただけます

●河野 博文 議員
　「平ヶ丘公園構想の進展は」 他

●衞藤 和敏 議員
　「彰化市と台湾鉄道局との交流」 他

●河島 公司 議員
　「４月から動き出した新組織体制の現状は」 他

●秦 時雄 議員
　「こども誰でも通園制度は」 他

●横山 弘康 議員
　「日本童話祭の反省」 他

※一般質問とは、議員がその町の行政全般にわたって
　執行機関に疑問点をただし、所信の表明を求めるものである。

一般質問一般質問

基
地
政
策

特
別
委
員
会

議
会
改
革

特
別
委
員
会

■今回対象
　町内の団体（こども園協議会、各地区コミュニティの代表者、消防団、農業団体など）

■開催時期
　令和７年８月～11月

■内容
　団体が抱える課題や要望、新たな取り組みへの提案など
　テーマを基に意見交換を行います。

５月７日と５月30日に議会改革特別委員会を開催し、
町民との意見交換会について対象者や開催方法、開催規模について協議を行いました。

５月23日執行部出席のもと基地政策特別委員会を開催しました。

委員会としては、基地問題及び演習場関係の対応について、執行部とともに課題解決に向けて努力す
ることを確認し、本委員会は継続調査とすることに決しました。

意見交換会の開催に向けて

日米共同訓練予定公開
『付議事項』
　1、日出生地区住民との意見交換について
　　九州防衛局・西部方面総監部・防衛省への要請行動にあたり、
　　地元住民との意見交換を7月に実施することとしました。
　2、要請行動について
　　地元住民との意見交換会後、関係機関と協議の上、
　　要請行動の日程調整をすることとしました。
　3、令和6年度の要望書の回答について
　　全体的には、前向きな回答を確認できました。
　　７月の日出生地区住民との意見交換会の中で回答内容について報告することとしました。
『報告事項』
　令和7年度陸上自衛隊主要訓練・演習について
　　1、沖縄県道104号線越え実弾射撃訓練（令和７年度訓練計画）
　　　　本年度の訓練実施について、現段階で具体的な通知はありませんが、今後変更されることもあり　　　　　　　
　　　　得ます。
　　2、令和7年度日米共同訓練

国内における米海兵隊との実働訓練
(レゾリュート・ドラゴン)
第3海兵機動展開部隊との共同訓練
(アイアン・フィスト)

第2四半期
（７月～９月）
第4四半期
（１月～３月）

2週間程度

3週間程度

陸上自衛隊
(西部方面隊)
陸上自衛隊
(陸上総隊)

訓　練 時　期 期　間 担　当

レゾリュート・ドラゴン訓練風景
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問
　
童
話
祭
式
典
や
パ
レ
ー
ド
は
童

話
祭
の
原
点
だ
が
、
参
加
者
が

年
々
減
少
し
、
２
年
前
の
約
半

数
で
あ
る
。
コ
ー
ス
を
含
め
、

パ
レ
ー
ド
や
式
典
の
改
善
が
必

要
で
は
な
い
か
。

答
　
社
会
教
育
課
長

　
　
パ
レ
ー
ド
参
加
団
体
か
ら
の
意
見

も
踏
ま
え
、
仮
装
パ
レ
ー
ド
の
在

り
方
を
含
め
、
多
く
の
方
に
参
加

し
て
い
た
だ
き
楽
し
ん
で
も
ら
え

る
よ
う
、
主
催
組
織
の
童
話
祭
実

行
委
員
会
で
議
論
を
深
め
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

問
　
三
島
会
場
周
辺
に
は
駐
車
場
が
な

く
、
加
え
て
こ
れ
ま
で
駐
車
場
と

し
て
い
た
森
中
央
小
が
５
月
下
旬

の
春
季
運
動
会
の
た
め
使
用
で
き

ず
会
場
に
行
く
の
を
あ
き
ら
め
た

人
も
い
た
。
三
島
会
場
来
場
希
望

者
の
駐
車
場
の
確
保
、
シ
ャ
ト
ル

バ
ス
運
行
等
ど
の
よ
う
に
改
善
す

る
の
か
伺
う
。

答
　
社
会
教
育
課
長

　
　
三
島
会
場
周
辺
の
み
で
な
く
シ
ャ

ト
ル
バ
ス
運
行
を
含
め
た
と
こ
ろ

で
改
善
策
を
講
じ
て
い
る
が
、
引

き
続
き
課
題
解
消
に
向
け
て
童
話

祭
実
行
委
員
会
で
議
論
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

意
見

　
　
森
中
央
小
の
運
動
会
と
の
兼
ね

合
い
は
学
校
教
育
、
社
会
教
育

と
も
に
教
育
委
員
会
内
組
織
で

あ
り
、
協
議
、
連
携
で
解
決
で

き
る
の
で
は
な
い
か
。
ま
た

シ
ャ
ト
ル
バ
ス
運
行
は
、
関
係

機
関
等
と
協
議
を
重
ね
る
こ
と

で
解
決
で
き
る
と
思
わ
れ
る
。

ど
う
し
た
ら
来
場
者
に
便
宜
を

図
れ
る
か
は
主

催
者
役
割
で
あ

り
、
次
年
度
に

は
子
ど
も
の
夢

と
健
や
か
な
成

長
が
育
ま
れ
る

真
の
童
話
祭
と

な
る
も
の
と
期

待
し
て
い
る
。

【
そ
の
他
の
質
問
】

・
歴
史
民
俗
資
料
館
に
つ
い
て

・
携
帯
電
話
不
感

　
地
域
解
消
に
つ
い
て

・
一
般
質
問
後
の
対
応
に
つ
い
て

日
本
童
話
祭
の
反
省 横山 弘康

問
　
本
町
の
こ
ど
も
誰
で
も
通
園
制

度
の
ス
タ
ー
ト
時
期
に
つ
い
て

伺
う
。

答
　
子
育
て
健
康
支
援
課
長

　
　
こ
の
制
度
の
目
的
は
、
孤
立
し

た
育
児
で
、
不
安
や
悩
み
を
抱

え
て
い
る
保
護
者
に
対
し
て
、

こ
ど
も
の
育
ち
を
支
援
し
、
よ

り
良
い
環
境
を
整
備
す
る
と
と

も
に
、
保
護
者
の
働
き
方
や
ラ

イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
か
か
わ
ら
な

い
形
で
の
支
援
を
強
化
す
る
た

め
に
、
こ
ど
も
家
庭
庁
が
こ
の

制
度
を
創
設
し
ま
し
た
。
玖
珠

町
は
令
和
８
年
度
か
ら
導
入
を

予
定
し
て
い
ま
す
。
対
象
者
は

保
育
所
や
認
定
こ
ど
も
園
に

通
っ
て
い
な
い
０
歳
６
か
月
か

ら
満
３
歳
未
満
の
未
就
園
児
と

な
っ
て
い
ま
す
。
国
の
基
準
で

は
、
こ
ど
も
１
人
あ
た
り
月
10

時
間
を
上
限
に
１
時
間
３
０
０

円
を
想
定
し
た
制
度
と
な
っ
て

い
ま
す
。
課
題
と
し
て
は
短
時

間
で
の
利
用
で
、
慣
れ
な
い
こ

ど
も
を
保
育
す
る
保
育
士
の
負

担
増
や
、
人
手
不
足
な
ど
の
現

状
が
あ
り
保
育
事
業
者
の
意
見

を
聞
き
な
が
ら
実
施
に
向
け
て

協
議
を
行
い
ま
す
。

問
　
安
心
し
て
子
ど
も
を
産
み
育
て
ら

れ
る
町
に
必
要
な
保
育
料
の
完
全

無
償
化
に
つ
い
て
伺
う
。

答
　
子
育
て
健
康
支
援
課
長

　
　
保
育
料
無
償
化
は
非
常
に
重
要
な

施
策
で
す
。
一
方
で
財
源
確
保
や

他
の
施
策
と
の
バ
ラ
ン
ス
を
考
慮

す
る
必
要
が
あ
り
、
現
時
点
で
は

難
し
い
状
況
で
す
。
今
後
も
国
や

県
の
動
向
を
注
視
し
な
が
ら
検
討

を
行
い
ま
す
。

【
そ
の
他
の
質
問
】

・
高
額
医
療
費
の
支
給
申
請
手
続
き

　
の
簡
素
化
に
つ
い
て

・
特
定
健
康
検
査
に
よ
る
心
不
全
の

　
早
期
発
見
に
つ
な
が
る
「
Ｂ
Ｎ
Ｐ
」

　
検
査
の
導
入
に
つ
い
て

・
雑
草
や
樹
木
の

　
管
理
に
つ
い
て

４
月
か
ら
動
き
出
し
た

新
組
織
体
制
の
現
状
は

問
　
新
設
さ
れ
た
玖
珠
町
こ
ど
も
家

庭
セ
ン
タ
ー
の
設
置
目
的
は
何

か
伺
う
。

答
　
子
育
て
健
康
支
援
課
長

こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
で
は
、
従

来
の
子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
と
子
ど
も
家
庭
総
合
支
援
拠

点
が
行
っ
て
き
た
事
業
と
機
能
を

引
き
続
き
活
か
し
な
が
ら
、
一
体

的
な
組
織
と
し
て
子
育
て
家
庭
に

対
す
る
相
談
支
援
を
行
う
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
ま
す
。
設
置
に
よ

り
、
全
て
の
子
ど
も
が
心
身
の
状

況
や
置
か
れ
て
い
る
環
境
な
ど
に

関
わ
ら
ず
、
そ
の
権
利
が
守
ら
れ

健
や
か
に
成
長
す
る
こ
と
が
で

き
、
将
来
に
わ
た
っ
て
安
心
し
て

生
活
す
る

こ
と
が
で

き
る
よ
う

目
指
し
て

い
ま
す
。

問
　
新
設
さ
れ
た
童
話
の
里
づ
く
り
推

進
室
は
、
令
和
の
童
話
の
里
づ
く

り
と
し
て
、
ど
ん
な
効
果
を
目
指

し
て
い
く
の
か
伺
う
。

答
　
童
話
の
里
づ
く
り
推
進
室
長

　
　
童
話
の
里
構
想
50
年
の
節
目
を
迎

え
た
今
、
久
留
島
武
彦
の
顕
彰
と

啓
発
の
み
な
ら
ず
、
過
去
を
検
証

し
て
新
た
な
時
代
に
即
し
た
ま
ち

の
活
性
化
に
向
け
て
検
討
を
行

い
、
久
留
島
武
彦
の
更
な
る
知
名

度
ア
ッ
プ
と
、
玖
珠
町
に
来
て
み

て
住
み
た
く
な
る
ま
ち
、
生
ま
れ

育
っ
て
誇
り
に
思
う
ま
ち
を
目
指

す
も
の
で
す
。
具
体
的
に
は
、
町

内
全
て
の
町
民
へ
の
普
及
啓
発
に

よ
り
、
久
留
島
武
彦
顕
彰
活
動
及

び
参
加
者
の
増
加
、
童
話
の
里
づ

く
り
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
し
た
商
品

販
売
な
ど
、
経
済
効
果
を
目
指
し

た
展
開
を
行
い
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

【
そ
の
他
の
質
問
】

・
森
地
区
の
活
性
化
に
つ
い
て

河島 公司

こ
ど
も
誰
で
も
通
園
制
度
は

秦 時雄

彰
化
市
と
台
湾
鉄
道
局

と
の
交
流

問
　
彰
化
市
や
鉄
道
局
と
の
友
好
締
結

後
、
こ
れ
ま
で
ど
の
よ
う
な
成
果

が
あ
っ
た
の
か
伺
う
。

答
　
み
ら
い
創
生
課
長

　
　
本
年
２
月
に
、
彰
化
市
旧
市
街
国

際
カ
ー
ニ
バ
ル
に
副
町
長
ほ
か
１

名
が
参
加
す
る
な
ど
、
途
切
れ
る

こ
と
の
な
い
相
互
交
流
を
継
続
で

き
、
機
運
の
醸
成
に
つ
な
が
っ
て

い
る
と
思
い
ま
す
。

　
　
さ
ら
に
、
一
般
社
団
法
人
く
す
こ
こ

の
え
産
直
ネ
ッ
ト
の
「
く
す
米
」

が
厳
し
い
検
査
を
ク
リ
ア
し
て
、

台
湾
の
デ
パ
ー
ト
で
販
売
さ
れ
る

機
会
を
得
た
こ
と
は
、
経
済
面
で

の
活
性
化
や
新
た
な
交
流
の
き
っ

か
け
に
も
な
っ
た
と
考
え
ま
す
。

問
　
「
く
す
米
」
の
ほ
か
、
農
産
物
や

特
産
物
の
輸
出
入
、
ま
た
、
観
光

や
ス
ポ
ー
ツ
、
文
化
面
で
の
人
の

交
流
に
つ
い
て
、
今
後
の
考
え
を

伺
う
。

答
　
み
ら
い
創
生
課
長

　
　
彰
化
市
長
や
市
民
の
歓
迎
を
受

け
、
人
的
交
流
や
観
光
、
産
業
、

教
育
な
ど
を
通
じ
た
相
互
交
流
の

意
向
を
示
し
て
い
た
だ
き
、
商
品

の
販
売
・
普
及
展
の
企
画
に
つ
い

て
打
診
を
受
け
て
い
ま
す
。
ま

た
、
シ
イ
タ
ケ
の
情
報
提
供
な
ど

の
要
望
も
受
け
た
と
こ
ろ
で
す
。

彰
化
市
か
ら
は
、
シ
グ
ナ
ル
が
出

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
玖
珠
町
側
が

十
分
に
対
応
で
き
て
い
な
い
と
感

じ
て
い
ま
す
。
人
的
な
交
流
に
つ

い
て
、
町
民
に
交
流
を
深
め
て
い

た
だ
く
こ
と
を
目
的
と
し
た
、
ツ

ア
ー
モ
デ
ル
コ
ー
ス
を
作
成
す
る

た
め
に
、
６
月
下
旬
に
職
員
が
台

湾
へ
出
向
き
、
現
地
調
査
と
協
議

を
行
う
予
定
で
す
。
こ
の
成
果
を

踏
ま
え
、
町
民
が
台
湾
を
訪
問
す

る
機
会
を
増
や
す
た
め
の
事
業
化

に
向
け
て
検
討
調
整
を
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

　
　
ま
た
、
物
産
販
売
な
ど
経
済
面
で

の
新
た
な
交
流
の
可
能
性
に
つ
い

て
は
、
県
や
民
間
企
業
と
連
携
し

た
実
施
が
構
築
で
き
な
い
か
な

ど
、
組
織
体
制
に
つ
い
て
現
在
検

討
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

【
そ
の
他
の
質
問
】

・
農
業
施
策
に
つ
い
て

衞藤 和敏

こども家庭センター

０
〜
２
歳
児
の

保
育
料
の
無
償
化
は
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請　願 付託 結果 頁

2025 年度大分県最低賃金の改定等に関する意見書の請願 企画民
生教育 採択 5

地方財政の充実・強化に関する意見書の提出に係る請願 総務建
設農林 採択 4

ゆたかな学びの実現・教職員定数改善と、義務教育費国庫負担制
度２分の１復元をはかるための 2026年度政府予算に係る意見書
の提出に関する請願 

企画民
生教育 採択 5

   　　　　　　　　　　　　  発　議 結果 頁

玖珠町議会委員会条例の一部改正について※ 可決 ー

2025 年度大分県最低賃金の改定等に関する意見書 可決 ー

地方財政の充実・強化に関する意見書 可決 ー

ゆたかな学びの実現・教職員定数改善と、義務教育費国庫負担制度 ２分の１復元をは
かるための 2026 年度政府予算に関する意見書 可決 ー

議　案 付託 結果 頁

専決処分の承認を求めることについて（その１）
令和６年度玖珠町一般会計補正予算（第９号） ― 全 承認 ―

専決処分の承認を求めることについて（その２）
令和６年度玖珠町住宅新築資金等貸付事業特別会計補正予算 （第２号） ― 全 承認 ―

専決処分の承認を求めることについて（その３）
令和６年度玖珠町国民健康保険事業特別会計補正予算（第４号） ― 全 承認 ー

専決処分の承認を求めることについて（その４）
令和６年度玖珠町後期高齢者医療事業特別会計補正予算（第２号） ― 全 承認 ―

専決処分の承認を求めることについて（その５）
令和６年度玖珠町介護保険事業特別会計補正予算（第３号） ― 全 承認 ―

専決処分の承認を求めることについて（その６）
玖珠町税条例の一部改正について ― 全 承認 ―

専決処分の承認を求めることについて（その７）
玖珠町国民健康保険税条例の一部改正について ― 全 承認 ―

専決処分の承認を求めることについて（その８）
玖珠町税特別措置条例の一部改正について ― 全 承認 ―

玖珠町監査委員の選任について（新任　秦 時雄） ― 全 同意 ―

全：全員賛成　多：賛成多数

全：全員賛成　多：賛成多数

●議決日は６月24日ですが、※印だけは６月６日です

●議決日は全て４月30日です

臨時議会で決まったこと　　開催日：４月30日

６月議会で決まったこと　開催日：６月６日～24日

議　案 付託 結果 頁

辺地（古後辺地）に係る総合整備計画の一部変更について 企画民
生教育 全 可決 5

辺地（大野原辺地）に係る総合整備計画の一部変更について 企画民
生教育 全 可決 5

玖珠町過疎地域持続的発展計画の一部変更について 企画民
生教育 全 可決 5

玖珠町お試し暮らし住宅の設置及び管理に関する条例の廃止につい
て 

企画民
生教育 全 可決 5

玖珠町職員の特殊勤務手当に関する条例の一部改正について 総務建
設農林 全 可決 4

玖珠町税条例の一部改正について 総務建
設農林 全 可決 4

議　案 付託 結果 頁

令和７年度特定防衛施設周辺整備調整交付金事業学校給食用備品
 （自動食器浸漬機）購入契約について 

企画民
生教育 全 可決 5

町道唐杉線落石対策工事請負契約の締結について 総務建
設農林 全 可決 4

旧慣による公有財産の使用権の廃止について（山浦早水地区） 総務建
設農林 全 可決 4

旧慣による公有財産の使用権の廃止について（中泊里地区） 総務建
設農林 全 可決 4

旧慣による公有財産の使用権の廃止について（杉河内地区） 総務建
設農林 全 可決 4

旧慣による公有財産の使用権の廃止について（花香地区） 総務建
設農林 全 可決 4

旧慣による公有財産の使用権の廃止について（長小野地区、原口地
区）

総務建
設農林 全 可決 4

感謝状贈呈
大分県町村議会議長会 前会長　大野元秀議員へ全国町村
議会議長会より感謝状贈呈の伝達を行いました。
大分県町村議会議長会会長として令和5年5月11日から
令和7年4月29日の2年間、玖珠町議会議長としての公務に
加え全国各地の会議へ参加し尽力されました。
大野元秀議員大変お疲れ様でした。
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このコーナーは町の次代を担う
子どもたちが集う

「わたしたちの学校」を紹介します！

学校の教育目標　かしこく ゆたかに たくましい 「森っ子」の育成

森中央小学校

※議会傍聴に来れない方は、動画でもご覧になれます。

■ 議会広報特別委員会
委員長／高倉 真由美　
編集長／河島公司
委　員／松下 善法・小幡 幸範・石井 龍文
　　　　髙田 修治・秦 時雄

“ガンバりょるばい”

6月の
議会傍聴者は

議会傍聴に
お越しください。

9人です。
次回の定例会は9月議会です。 　広報委員会の構成が変わりこれから

２年間の「ガンバりょるばい」のコーナー
は学校紹介することになりました。少子
化で玖珠町も児童・生徒数が激減して
います。出生数は100人前後で推移して
いましたが、昨年は50人台に突入しまし
た。子どもは町の宝です。活き活きした
様子を紹介していきます。

編  集  後  記

基礎的・基本的な知識・技能を身
に付け主体的に学ぼうとするかし
こい子ども

自他の良さを認め、誰とでも協働
できるゆたかな子ども

目標の達成に向け、最後まであき
らめずに努力するたくましい子ど
も

昨年の音楽会の様子です

運動会全校競技

この選挙で、現６年生の
畑山佳那さんが児童会長
になりました。

児童会長の畑山佳那さんの公約として
「いじめのない明るい森中央小学校」
・みんなが楽しく過ごせるような学校にしたい
・会長としてやらないといけないことをしたい

【会長をやってみて】
・児童会などでみんなで決める時には、積極的に発言 
　したり手を挙げたりした
・自分が想像していた活動などが出来ていない

【これから】
・児童会で話し合う時は、自分の意見をもっと言う
・全校が過ごしやすくなる学校をつくりたい
・全校の手本となるような会長になりたい
・みんなの前で発言するときは、みんなが聞き取りや 

すいように言う

かしこい子ども ゆたかな子ども たくましい子ども

２月17日　体験入学
３月７日　森自治会館まつり（１年生参加）
　　24日　第59回卒業式
　  26日　修了式

～自分から学び、考え、主体的に行動する子どもの育成～

「わたしたちの学校紹介」

年間行事予定
４月９日　１学期始業式
　　11日　入学式
５月５日　日本童話祭仮装パレード参加（２年生）
　  25日　春季大運動会

６月19日　プール開き
７月４～５日　香々地宿泊体験学習（５年生）
　　18日　１学期終業式
８月27日　２学期始業式
10月３～４日　修学旅行（６年生）
　　８日　校内話し方大会
　　15日　祖父母学級
　　28日　巡回音楽会
　　29日　教育文化祭（話し方大会）
　　31～11月１日　教育文化祭（作品展）
11月７日　教育文化祭（音楽会）

　　21日　図書館祭り
12月４日　マラソン大会
　　24日　２学期終業式
１月８日　３学期始業式
　　23日　児童会選挙　
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